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新年、明けましておめでとうございます。
平成が終わりを迎え、令和となりましたが、本年度も何卒宜しくお願い申し上げます。

さて、新年一号目のオープントークスは恒例の弊社代表 田中よりご挨拶を兼ねましたインタビュー記事となります。
インタビュアーは私、湾岸センター広報リーダー小嶋がお送りいたします。

広報委員 小嶋 ( 以下 : 広 )：まずは昨年を振り返ってみていかがでしたか？
田中：なんだかあっという間でしたね。改めて振り返ると色々あったなぁ…と。
ただ、とても良い一年だったなという印象です。その中でも以前より推し進めて
いるカイゼン活動に関しては二年目にして色々と新しい動きが出はじめて、徐々
に結果にも繋がってきているように感じました。

広：カイゼンの結果を感じるのは全社的にという意味でしょうか？
田中：そうですね。担当ごとに若干の差はありますが、一般的に社員が現場に入
り日々の実務をまわすことが、OTSの現場で普段行われている事ではあると思い
ますが、現場の実業務に社員が付きっきりになってしまうとカイゼンはなかなか
進みづらいと考えています。やはり現場に入り込んでしまうと実業務に追われて、
それ以外の事に手が付けられなくなってしまうものですから。
そこで担当社員でなければ実務が回らないという状況を、一定の知識があれば誰
でも業務を進めることができるように変えていければ思いました。
社員一人ひとりの実務に費やす時間を減らすことができれば、その分現場全体を
俯瞰して見ることができ、初めてカイゼンというものを考える時間や余裕が作れ
るのかなと考えています。
こういった動きができている部署はまだ多くはないですが、そういった環境に徐々
になるような動きが見え始めてきた一年だったと思います。

広：2020 年に関してはどうでしょう？
田中：今年も引き続きカイゼンを柱に進んでいきたい思っています。
カイゼンを推進し、実務に縛られない余裕を各社員・各部署に作ることで、有給
消化率のアップや、部署やセンターの異動といった、これまで会社としてあまり
取り組むことのできなかった、新しいことへのチャレンジに繋がればよいなと考

えています。

広：昨年 10月のOTS事業計画発表会で、新たな
取り組みとしてSDG’ s（持続可能な開発目標）
のお話を頂きましたが、SDG’ s に着目されたきっ
かけなどがあったのでしょうか？
田中：会社案内やHPの制作でお世話になっている株
式会社マルワ様の委員会発表会に呼んでいただいたこ
とがきっかけになります。その発表会には審査員とし
ても参加させていただき、2年ほど前の発表会で
SDG’sの取り組みを聴いたのが初めてでした。当時
は「えすでぃーじーず？なんじゃそれ？？」という印
象でした。（笑）
その後に説明を受けて、国連で掲げられているテーマ
であることや、日本でも徐々にマスコミが取り上げて
いるということを知りました。
ちょうどOTSでは社内で委員会活動に対する賛否の声
が上がっている時期でもあって、「日々の業務に必死で
取り組んでいる中でそれ以外の活動が何故必要なの
か？」という声に対する一つの指標になるのがこの
SDG’s（持続可能な開発目標）だと感じたのを覚え
ています。
少し大きな話しになりますが、枯渇していく地球資源
や、環境破壊問題について事業活動を行う者として、
これからの未来をどう考えていくべきか？ということ
になりますが、そんな地球規模の問題の中で現実に

自分たちができる取り組ってなんだ
ろう？と考えた時に、OTSではこ
れまで続けてきた委員会活動に取り
入れることが出来るのではと思いま
した。
昨年についてはSDG’s取組元年と
いうこともあり、これまで自分たち
が行ってきた活動をSDG’sの枠に
当てはめるとどうなるかという問題
提起をしただけですが、今年はもう
一歩先に進んで、委員会の活動内容
に対して会社として個人としてSDG’sのエッセンスをプラスしていければと思っ
ています。

広：最後の質問ですが、今期はマーケティング部中心に、社外報という形だ
けでなく様々な方法で広報活動をおこなうと聞いていますが、社長やOTS
が考える広報活動とはどういったものでしょうか？また、そういった活動の
中で、私たち【広報委員会】に期待するものはなんですか？
田中：何年か前に「営業部」という名前を「マーケティング部」に変えました。
マーケティングというのは営業活動だけでなく、一つの会社の根幹にあるような活
動・価値観だと考えています。その中には会社の情報を発信する機能も当然含まれ
ていて、それが例えばOpenTalkS の発行で、それに紐づける形でマーケティング
部が広報委員会を立ち上げ現在に至っています。OTSのビジネスは、ファッショ
ン専門の倉庫業で、主にBtoBが中心のため、ある程度情報を発信するターゲット
は絞られていて、広報活動はそこまで広範囲である必要はありませんでした。
しかしここ数年、新たな問題として「採用」をより重視
しなければいけない社会情勢となってきました。働く人
が減っていってる今の時代で様々な企業が人材の確保に
必死になっている中、OTSが求職者の方の選択肢の一つ
に上がるのかどうかというのはとても重要なことになり
ます。
もちろん選んでいただいたうえで、OTSとして選んでい
ただいた方を見て採用していくのですが、これまでのよ
うに会社側が働く人を上の立場から選ぶ時代から、お互
いに選びあう時代へと変わりました。その時に選択肢に
上がる会社になれるかどうかを大きく左右するのは広報
活動だと思います。
そこで考えることは「知ってもらえなければどんなにい
い事をやっていても、存在しないのと一緒」ということ
です。求職者が企業の様々な情報を欲する中で、その情
報を色んな形で発信し、認知してもらい、良い採用に繋
がれば良いという思いで、広報活動をおこなってます。
今後の広報委員委の活動についてはOpenTalkS! だけで
はなく、時代に合わせてSNSやマスメディアへの情報
発信にチャレンジしてもらい、マーケティング部とは違っ
たユニークな切り口の広報活動を担ってもらいたいと期
待しています !

広：2020 年もOTSの様々な活動を皆様にお伝えし
ていきたいとおもいます！
今年も一年よろしくお願いいたします。（小嶋）
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